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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
5 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 2 1 1 0 0
6 0 2 2 2 6 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0
8 * 2 3 4 10 0 0 0 1 5 6 1 3 0 0
9 0 0 1 2 3 0 0 1 0 2 2 2 5 1 0
12 0 0 0 1 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
14 0 1 2 3 6 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0
15 0 0 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
22 * 1 2 2 5 2 2 2 0 6 6 0 4 3 0
23 * 1 5 5 8 7 8 2 1 2 3 2 5 1 0
32 * 5 6 3 6 0 0 1 1 3 4 1 2 3 2
54 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
55 * 0 0 2 5 0 0 2 4 9 13 1 2 0 0
99 0 0 0 1 3 0 0 0 1 2 3 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 0 2 2 0

12 22 26 54 9 10 16 8 31 39 9 23 9 2

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 0 1 4 14 0 0 0 1 4 5 2 4 0 0
2 0 1 3 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
12 * 0 1 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
14 * 3 9 3 11 3 5 2 1 5 6 3 5 3 0
20 * 0 0 6 9 0 0 1 7 8 15 3 3 2 0
24 0 0 1 2 7 1 2 1 2 4 6 3 0 1 0
28 0 0 0 0 2 0 0 1 0 1 1 2 0 0 0
35 0 1 2 6 8 0 0 1 1 2 3 0 0 1 0
50 0 2 5 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
88 * 0 0 2 5 0 0 2 0 1 1 1 1 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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１部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2017.10.21
流通科学大学開始時間 11:00

会　　場 立命館大学

２０１７年度関西学生バスケットボールリーグ戦

流通科学大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点 5 勝ち点 2試合ＮＯ 171

97 73

敗チーム

大阪経済大学

男子

戦評
【総括】
平成29年度関西学生バスケットボールリーグ戦も残り二週間になり、現在9位の大阪経済大学と先週惜しくも敗れた
7位の流通科学大学の一戦。大経大は10位の立命館大学と勝ち点の差が1しかないため、1つでも白星を増やし、差
をつけたい。対する流科大は上位を破るものの後半戦は勝ち星はまだ一つ、ここで白星をとり勢いづきたいところ。試
合は序盤から流科大のペースで進んだ。#23龍のドライブイン#32高田の3Pシュートで勢いに乗ると流科大らしいバス
ケットを展開し、大経大を圧倒する。大経大は第1ピリオドは粘りを見せるものの、その後は集中力が切れる場面が多
く見られ、流科大とは対照的に終始、自分たちのペースを作り出すことが出来ない。最終ピリオド、大経大が意地を見
せるが大差を覆すことは難しく、97-73で流科大が後半戦二勝目を挙げた。
【第1ピリオド】
立ち上がり、大経大は#1木下のジャンプシュートで先制。流科大も#23龍のバスケットカウントですぐさま取り返す。こ
の後勢いに乗ったのは流科大。#32高田の二本の3Pシュートと#23龍のドライブインで連続得点、なんとか喰らいつき
たい大経大は#14井上が3Pシュートを決めるが流科大の勢いは止められず点差が開いてしまう。ここで大経大はタイ
ムアウトを要求。タイムアウト後大経大はディフェンスをゾーンに変える。しかしファウルが溜まってしまい、フリースロー
で得点されてしまう。結果25-14と流科大のリードで第1ピリオド終了。
【第2ピリオド】
なんとか点差を詰めたい大経大だがオフェンスが単調になってしまい、なかなか得点が伸びない。対する流科大は
#8松浦の3Pシュートと#14松屋のシュートで差を広げる。点数が43-21となった所で大経大は前半二回目のタイムアウ
トを要求。その後大経大は#2伊藤がガッツあるディフェンスを見せチームを鼓舞。46-26となんとか点差を20で留めて
前半を終了。
【第3ピリオド】
後半に入っても大経大は自分たちのリズムを作り出すことができず、流れが悪い展開が続く。対する流科大は#32
高田の3Pシュートで良い形で後半に入る。流れを変えたい大経大はメンバーを入れ替える。その後は#2伊藤、#14井
上を中心に徐々に得点する。しかし、流科大の厳しいディフェンスの前にターンオーバーが増え、速攻で点を取られ
る場面が増える。結果得点の場面は増えたもののさらに点差は開き、76-47と一方的な試合展開になってしまう。
【第4ピリオド】
大経大は意地を見せ得点を重ねていくがターンオーバーが目立ちその隙を見逃さない流科大にスティールからの
速攻で得点を与えてしまう。流科大はメンバーを入れ替えるもののベンチメンバーもしっかりと自分たちの役割を果た
し、点差を縮めさせない。結果97-73の流科大が完勝した。
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関西学生バスケットボール連盟
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